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国　税／�8月分源泉所得税の納付� 9月10日
国　税／�7月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 10月1日
国　税／�1月決算法人の中間申告� 10月1日
国　税／�10月、1月、4月決算法人の消費税等の中間申告

（年3回の場合）� 10月1日

9 2012（平成24年）

捜査特別報奨金制度　都道府県警察が捜査を行っている事件のうち警察庁が特に指定し
たものに関し、その事件の検挙に結び付く有力な情報提供者に国費より報奨金を支払う制
度。報奨金は原則、上限300万円ですが、凶悪事件などでは1,000万円まで増額されます。なお、
報奨金は、懸賞金、競馬の払戻金、生命保険の満期返戻金と同様に一時所得となります。
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◆  9 月 の 税 務 と 労 務 9月 （長月）SEPTEMBER

17日・敬老の日　22日・秋分の日
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9月号─2

　

経
営
戦
略
と
は
、
経
営
理
念
や
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
っ
た
企
業
の
基
本

的
な
価
値
観
を
具
現
化
す
る
た
め
の
、

よ
り
具
体
的
な
方
法
論
と
言
え
ま
す
。

自
社
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
戦
略
を
立
て
る
た
め
に
は
、
よ
り

客
観
的
な
視
野
か
ら
自
社
の
お
か
れ

た
環
境
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

１
．
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

　

企
業
は
市
場
か
ら
評
価
を
獲
得
す

る
こ
と
で
生
存
が
可
能
と
な
り
、
そ

の
評
価
は
提
供
す
る
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
が
市
場
の
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
時
に
獲
得
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
す
な
わ
ち
企
業
は
、

外
部
の
環
境
（
市
場
）
に
適
応
す
る

こ
と
で
評
価
を
獲
得
し
生
存
し
て
い

る
「
環
境
適
応
業
」
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
環
境
に
適
応
す
る
た

め
に
は
、
環
境
の
状
況
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
役
目
を

担
う
の
が
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
す
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
は
環
境
を
外
部

環
境
と
内
部
環
境
に
分
け
、
外
部
環

境
は
自
社
に
と
っ
て
機
会
に
な
る
の

か
脅
威
に
な
る
の
か
、
内
部
環
境
は

自
社
の
強
み
に
な
る
の
か
弱
み
に
な

る
の
か
を
考
察
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
経
営
理
念
達
成
の
た
め
の
戦

略
課
題
を
抽
出
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
外
部
環
境
分
析

⑴
　
外
部
環
境

　

外
部
環
境
と
は
、
言
葉
通
り
、
自

社
以
外
の
外
部
の
環
境
（
要
因
）
の

こ
と
で
す
。
よ
っ
て
、
自
社
で
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
で
あ
り
、
与
え

ら
れ
た
条
件
と
し
て
意
思
決
定
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

外
部
環
境
を
分
析
し
て
い
く
に
は
、

自
社
に
と
っ
て
「
機
会
」
と
な
る
要

因
と
「
脅
威
」
と
な
る
要
因
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。「
機
会
」
と

は
自
社
に
追
い
風
と
な
る
要
因
で
あ

り
、
例
え
ば
、
自
社
で
取
り
扱
っ
て

い
る
商
品
が
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ

れ
る
場
合
な
ど
で
す
。「
脅
威
」
と
は

自
社
に
逆
風
と
な
る
要
因
で
あ
り
、

例
え
ば
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円

高
な
ど
で
す
。
テ
レ
ビ
番
組
の
内
容

や
原
材
料
の
価
格
を
自
社
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
商
品
を
売
り

逃
し
の
な
い
よ
う
目
立
つ
場
所
に
配

置
換
え
を
行
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
し
、
よ
り
安
く
原
材

料
を
調
達
す
る
方
法
を
検
討
す
る
必

要
が
出
て
き
ま
す
。

⑵
　
外
部
環
境
分
析
の
主
な
分
析
項

目

　

外
部
環
境
分
析
の
分
析
項
目
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
外
部

環
境
分
析
の
分
析
項
目
を
設
定
す
る

上
で
は
、
自
社
に
特
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
要
因
に
重
き
を
置
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
外
部
環
境
分

析
は
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
行
う
際
に
初

め
て
情
報
を
収
集
す
る
の
で
は
な
く
、

常
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら

せ
、
意
識
的
に
情
報
を
収
集
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
聞
記
事
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や

公
的
機
関
の
統
計
情
報
を
大
い
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

外部環境

内部環境
機会（Opportunity） 脅威（Threat）

強み
（Strength）

強みを生かして
機会を得る

強みを生かして
脅威に備える

弱み
（Weakness）

弱みを克服して
機会を得る

弱みを克服して
脅威に備える

経
営
戦
略
を
立
て
る
に
は

経
営
戦
略
を
立
て
る
に
は

　
　
　
　
　
　〜
外
部
環
境
分
析
・
内
部
環
境
分
析
〜



3─9月号

〈
外
部
環
境
分
析
の
主
な
分
類
〉

①
マ
ク
ロ
環
境
分
析

　
　

人
口
動
向
・
経
済
動
向
・
自
然

環
境
・
技
術
革
新
・
政
治
法
律
な

ど
②
顧
客
分
析

　
　

顧
客
動
向
・
顧
客
ニ
ー
ズ
・
顧

客
購
買
行
動
な
ど

③
業
界
分
析

　
　

販
売
面
・
供
給
面
・
新
規
参
入
・

競
合
状
況
な
ど

　

企
業
が
存
在
し
て
い
る
業
界
の
特

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
競
争

優
位
の
源
泉
を
分
析
し
戦
略
課
題
を

抽
出
し
て
い
き
ま
す
。

〈
外
部
環
境
情
報
源
〉

　

外
部
環
境
分
析
を
行
う
際
に
は
、

総
務
省
統
計
局
の
国
勢
調
査
・
労
働

力
調
査
・
家
計
調
査
・
消
費
者
物
価

指
数
・
小
売
物
価
統
計
調
査
や
国
税

庁
の
統
計
情
報
な
ど
が
情
報
源
と
な

り
ま
す
。

３
．
内
部
環
境
分
析

⑴
　
内
部
環
境

　

内
部
環
境
と
は
、
自
社
内
の
環
境

（
要
因
）
の
こ
と
で
す
。
内
部
環
境
分

析
で
は
、
要
因
を
「
強
み
」
と
「
弱

み
」
に
分
け
て
分
析
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
社
内
の
シ

ス
テ
ム
・
人
材
・
技
術
・
経
営
力
・

財
務
力
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
生
産
能

力
・
立
地
な
ど
が
、
競
合
他
社
よ
り

「
優
れ
て
い
る
」
の
か
、
も
し
く
は

「
劣
っ
て
い
る
」
の
か
を
分
析
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
強
み
」
と
は
、
競
合
他
社
よ
り

優
れ
て
い
る
要
因
で
あ
り
、例
え
ば
、

顧
客
か
ら
「
納
期
ど
お
り
に
要
求
し

た
製
品
を
納
め
て
く
れ
る
」
と
い
う

評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、「
強

み
」
の
要
因
に
な
り
ま
す
。
反
対
に

「
い
つ
も
納
期
に
遅
れ
が
生
じ
る
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い
れ
ば
、

「
弱
み
」
の
要
因
に
な
り
ま
す
。「
弱

み
」
と
は
、
競
合
他
社
よ
り
劣
っ
て

い
る
要
因
で
あ
り
、
あ
ま
り
有
り
難

く
な
い
要
因
で
す
が
、
こ
れ
を
は
っ

き
り
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
経
営
戦
略
を
策
定
し
て
い
く

う
え
で
は
、「
弱
み
」
を
克
服
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
技
術
力

が
弱
い
」「
人
材
が
育
た
な
い
」「
立

地
が
悪
い
」
な
ど
、
し
っ
か
り
と
弱

み
の
要
因
を
分
析
し
把
握
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
　
内
部
環
境
分
析
の
主
な
分
析
項

目

　

内
部
環
境
分
析
で
は
、
経
営
資
源

（
人
・
物
・
金
・
情
報
）
と
経
営
力
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
な
ど
に
つ
い
て

分
析
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
外
部
環

境
分
析
と
違
い
、
社
内
の
情
報
を
活

用
す
る
た
め
、
信
頼
度
の
高
い
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
内
部
環
境
分
析
の
主
な
分
類
〉

①
財
務
力

　
　

月
次
試
算
表
の
作
成
の
有
無
・

管
理
会
計
の
導
入
の
有
無
・
予
算

計
画
と
実
績
管
理
の
有
無
・
安
全

性
分
析
等

　

財
務
が
安
定
し
て
い
れ
ば
新
規
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
上
げ
や
生
産
設
備

の
導
入
な
ど
、
明
日
の
戦
略
へ
の
投

資
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力

　
　

製
品
力
・
価
格
設
定
の
状
況
・

既
存
チ
ャ
ネ
ル
の
状
況
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
状
況
等

③
人
材

　
　

明
確
な
組
織
・
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
と
正
確
性
・
年
齢
構
成
・
人
事

評
価
制
度
等

　

人
材
力
と
は
、
人
材
の
質
と
量
を

指
し
ま
す
。「
企
業
は
人
な
り
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
材
が
企
業
の

業
績
を
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
中
小
企
業

で
元
気
が
あ
る
企
業
は
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
従
業
員
が
活
き
活
き
と

活
躍
し
て
い
ま
す
。

④
経
営
力

　
　

経
営
理
念
の
策
定
・
経
営
戦
略

の
策
定
能
力
等

　

同
業
他
社
と
比
較
し
、
ま
た
は
市

場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
自
社

の
経
営
力
を
視
点
と
し
「
強
み
」「
弱

み
」
を
分
析
し
て
い
き
ま
す
。
中
小

企
業
に
お
い
て
真
に
強
み
を
発
揮
で

き
る
の
は
「
経
営
力
」
で
あ
り
、
経

営
者
や
経
営
実
務
担
当
者
の
手
腕
が

問
わ
れ
ま
す
。

４
．「
脅
威
」
を
「
機
会
」
へ
、「
弱

み
」
を
「
強
み
」
へ

　

環
境
の
変
化
や
視
点
の
違
い
に
よ

っ
て
「
機
会
」
と
「
脅
威
」、「
強
み
」

と「
弱
み
」は
変
化
し
ま
す
。
ま
た
、

「
機
会
」
と
「
脅
威
」、「
強
み
」
と
「
弱

み
」
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。「
脅
威
」を「
機
会
」へ
、

「
弱
み
」
を
「
強
み
」
へ
変
え
る
経
営

戦
略
を
立
て
る
た
め
に
は
、
固
定
概

念
に
囚
わ
れ
ず
、
柔
軟
な
視
点
に
立

っ
て
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
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　食欲の秋ですね。飲み会や食事会などで
ついつい雰囲気に流され、空腹でもないの
に食べる癖が身についてしまった経験はあ
りませんか？これは「偽の食欲」で、無意
識のうちに認知・嗜好・経験・記憶などに
関係して食欲を導くケースです。不規則な
生活やストレスでホルモンのバランスが乱
れると、「偽の食欲」が増えやすく、ムダ
に食べ過ぎてしまう傾向にあります。そん
な食欲を抑えるための方法をご紹介しま
す。
　自分の食欲をコントロールし、引き締ま
った体をキープしましょう。
⑴　炭酸水を飲む
　食前に飲めば、過剰な食欲を抑えてド
カ食いを防止する効果があります。また
食中に飲めば胃が膨れ、満腹感がアップ
するので食べ過ぎの防止に役立ちます。

⑵　空腹を感じたら、甘い飲み物（オレン
ジジュースやココアなど）を少し飲む
　甘い飲み物を飲むと血糖値が上がるの
で食欲が自然と抑えられ、食べ過ぎも予
防できます。あくまで少量です。
⑶　ヘルシーなおやつを準備しておく
　ナッツ類、ドライフルーツ、スルメと
いったヘルシーフードを常備しておきま
しょう。どれも咀嚼を必要とする食べ物
なので、小腹を満たすには最適です。
⑷　食後はすぐに歯みがきをする
　食後すぐに歯をみがくと口の中がすっ
きりするので、「もう何も口に入れたく
ない！」という気分になり、食欲をセー
ブできます。
⑸　睡眠をたっぷりとる
　睡眠不足だと食欲を抑えるホルモン物
質が減り、逆に食欲を増進させてしまう
ホルモン物質が増えると言われていま
す。さらに、前頭葉の機能が低下するこ
とで甘いものが無性に食べたくなる、糖
代謝機能も低下すると言われています。

　平成24年5月22日、東京スカイツリー
が開業しました。東京近辺の旧国名である
武蔵国（「むさし」のくに）の語呂合わせも
考慮した634mの高さは、完成時点で自立
式鉄塔としては世界第1位です。多くの観
光客が訪れ、様々な経済効果が期待されて
いるところです。ちなみに、建築物として
の高さは470.97mで、横浜ランドマーク
タワーを上回り、建築物としても日本一だ
そうです。
　世界の塔の高さランキングは、
1位=東京スカイツリー（634m）
2位=広州塔（中国・600m）
3位=CNタワー（カナダ・553.33m）
4位=オスタンキノ・タワー（ロシア・540m）
5位=東方明珠電視塔（中国・467.9m）
6位=ボルジェ・ミーラード（イラン・435m）
7位=クアラ・ルンプール・タワー（マレー

シア・421m）
となっています。

　

お
馴
染
み
の
笑
点
の
大
喜
利
を
テ

レ
ビ
で
見
て
い
る
と
、
回
答
者
が
横

一
列
に
き
れ
い
に
並
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
実
は
、
あ
ら
か
じ

め
座
布
団
が
斜
め
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
具
体
的
に
は
、
司
会

者
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
座
布
団
が
五

㎝
ほ
ど
前
に
置
か
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
真
横
に
並
べ
た
と
き
に
司
会
者

か
ら
見
る
と
、
複
数
の
人
が
手
を
あ

げ
た
場
合
に
、
手
や
体
が
重
な
っ
て

し
ま
い
、
奥
の
人
が
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
、
モ
ノ
を
見
や
す
く
、

作
業
を
や
り
や
す
く
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
作
業
の
改
善
は
、

普
段
の
気
づ
き
か
ら
」
で
す
。
少
し

で
も
、「
こ
れ
が
や
り
に
く
い
」「
こ

こ
に
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
実
行
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

食欲の秋対策
〜「食欲を抑える方法」〜

祝・スカイツリー開業
作
業
の
改
善


